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広域放射能汚染による
暮らしの喪失

地理学は役に立つのか

川俣町山木屋中心部、現在は避難指示解除準備区域
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ここは2010年までは何だった場所か
・広域放射能汚染で突然暮らしが奪われたという現実
・学問に力はあるのか



帰還困難区域に指定された飯舘村長泥の桜(2012年5月6日）

理念 合理
性

共感

現象認識において
科学的合理性に
基づくこと

めざすべき社会の
あり方を共有ある
いは尊重すること

人と対峙し、問題を
“わがこと化”するこ
と：関係性の認識

問題の解決,合意形成に必要な三つの観点

解決≒諒解



FUTURE EARTH 
Future Earth is a major international research platform 
providing the knowledge and support to accelerate our 
transformations to a sustainable world

Solition-oriented 問題解決型
　　　社会の中の科学、社会のための科学

Stakeholdersとの協働
　　　研究者とStakeholdersが一緒に立案、
　　　実施

Transdisciplinarityの実現
　　　学際から超学際へ

http://futureearth.org/


問題に対峙した時の“研究者（サイエンティスト）”の態度
●対象との関係性において価値・倫理・哲学を意識

トランスディシプリナリティーの実現

トランスディシプリナリティー、地球研ニュースNo.36（原図Max-Reef 2005,9)

個々のディシプリン

価値 ・ 倫理 ・ 哲学

学際

共感　・　理念



地理学（≒地球・人間圏科学）の視点
●人と自然の関係学ーStakeholderの存在

地域の特徴＜地域性＞を重視
●多様性　様々な要素から成り立っている
●関連性　各要素が相互作用している
●空間性　場所によって違う
●時間性　歴史によって違う
●階層性　空間スケールによって異なって見える

“地域性”を説明すること
　⇒共感の醸成

社会のあり方に対する理念
　⇒都会と地方の関係性

科学的合理性
　⇒科学者の責務

●

共感・理念・合理性

●

●

地域性の理解は
暮らしと直結する



  

チーム千葉大学は川俣町山木屋地区（計画的避難区域）における

除染・帰還の“目的の達成”を地域と共有する

●地域に寄り添う
　地域主体原則
●目的の達成を共有
●その中で研究者の
　　役割を果たす

朝日新聞12年2月24日「今伝えたい千人の声」
現代農業12年7月号「帰るために前へ進む」

川俣町山木屋地区

飯舘村

東京電力
福島第一
原発

●

浪江町
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双葉町
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川俣町
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（経産省HP)

http://dbx.cr.chiba-u.jp/act/fukushima/images/%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E8%BE%B2%E6%A5%AD201207%E6%BA%90%E5%8B%9D.pdf


福島県伊達郡川俣町山木屋地区

March 11, 2011 　東北太平洋沖地震

March 15, 2011　　阿武隈山地北部における

       ｜                     放射性物質の沈着

　　　　｜　　　　　　　　　　　｜     <１ヶ月>

April 11, 2011  計画的避難予告

　　　　｜　　　　　　　　　　　｜     <１０日>

April 22, 2011  計画的避難区域指定

　　　　｜　　　　　　　　　　　｜      <２ヶ月>

June to July, 2011  避難ほぼ完了

　　　　｜　　　　　　　　　　　｜       <２年>

July, 2013 　避難区域見直しで合意

August 8, 2013    山木屋地区は二つの区域に再編

　　                           i) 避難指示解除準備区域

　　                           ii)居住制限区域

June, 2015　　　　　　山木屋地区除染等検証委員会中間報告

送電線尾根より日山遠望

（毎日新聞）



【地域性】一枚の写真が語る地域の歴史、特徴

＜山木屋乙二地区＞

浪江町飯舘村
二本松市

高度に利用されていた
落葉広葉樹の二次林

開拓地

この知識、経験を活かせないか
新しい技術を使った地域の認識



水田圃場整備
ーやませ克服ー
水田圃場整備
ーやませ克服ー

2007

1947

1971

1947年米軍写真
SfM-MVSSfM-MVSによるオルソモザイクによるオルソモザイク

ヤマセの克服と
農業振興の歴史

1947



2007

1947

1975

山林利用
ー里山の恵みー

1975年

山村の暮らしの
回復・復興とは



2007

1947

1975

中心地の変化
学校・郵便局
農協、．．．

2007年

中心地機能
地区としてのまとまり



山ととも
に生きる

山腹を走る林道
と開拓地

航空レーザー測量
による1m分解能
DEMによる判読



ここには人と自然の密接な関係性があった
　世代を超えて作り上げてきた
　　ふるさとに対する誇り

まず地域性を理解すること
  これを伝えるのが地理学の役割
 共感からトランスディシプリナリティーへ



「共感」を醸成するために

放射能について、どう考えるか
　受け入れるか
　　あるいは、拒否するか



文科省「放射線等に関する副読本」に加筆

【三つの被曝】
自然・意思・事故

20mSv

諒解のレベル
に関わる

もうひとつの被曝「
科
学
的
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か



2011年7月26日飯舘村にて
「ここではものがあれば暮らせるけれど、
　　都会では金がないと暮らせない」

【共感形成を阻むもの】　
　都市と農村の分断



 事故と私たちの関係
 電気料金値上げ！
 私たちには関係ないことなのに!!　(2011年5月）

＠首都圏の住民と福島の関係ー社会学から
　ベネフィットは首都圏！リスクは福島！
　受益者・受苦者問題

＠なぜ関係ないと考えられるか-哲学から
　市場経済の仕組み
　お金に価値を変換して関係性を断つ！

＠流域の向こうから電気を得る首都圏
　柏崎刈羽原発
　JR東日本の信濃川発電所問題

　●関係性の認識が
　　　　共感を生む

　関係性探究型科学としての地理学
（朝日新聞より）

関東地方への電気の流
れを考えてみよう

柏崎刈羽原発

関係性の喪失

放射能プルームの流れ
と放射能汚染



放射能検査情報が購買行動に与える影響と風評被害の要因分析
―会場実験とアンケート調査を併用した地域格差の検証―

栗原伸一・石田貴士・丸山敦史・松岡延浩（千葉大学園芸学研究科）

福島県農産物に対する消費者意識や
購買行動を４地域（東京は2カ所）で比較

2

福
島

松
戸大

阪

東
京

東久留米市
（東京）

遠くの暮らしに対する共感が、地域を救う

松戸では安全情報
の付加が購買のモ
チベーションを高
めた可能性



【科学的合理性】　３．１１をふりかえる

12Mar.2011 16Mar.2011
ALOS/AVNIR2 images around Abukuma Mauntains after the great earthquake

3月15日の午後、阿武隈山地北部の方々は津波被
災地域に対する支援者から、避難者へ

15日午後から降り出した雨は、夕
方になると雪となり、阿武隈を覆っ
た。その雪は．．．

飯舘村役場前
45μSv/h

14Mar.2011

Pacific 
OceanAbukuma Mts.

Iitate, Yamakiya

Fukushima C.

Imagine!



  

この時、研究者は何を考えたか

●放射性物質の挙動を解明したい

　　メカニズムの解明が研究者の貢献である

●地域における問題の解決に貢献したい

　　問題の解決のために“役に立ちたい”

世界の中の研究者 地域の中の研究者



  

2011年6月放射性物質の分布
状況等に関する調査研究のため
の土壌サンプリングキャンペーン

6月4日岳温泉に集まった
約140名の研究者、キャン
ペーン期間でのべ1000人
近い研究者が集まった

5月試行
6月スタート

成果の濃度マップ
世界に対する報告

役に立ちたい
という気持ち



  

半年間で放射能汚染マップの整備が進んだ
チェルノブイリの事例と比較すると作成自体は早かった．．．．．
地域への伝達は研究者、支援者が担った場合も多かった

研究者の二つの立場

【世界の中の日本】
●放射性物質の沈着の
　　様式と今後の移行
●世界に向けた発信
　　が目的
⇒チーム文科省（FMWSE、新領域）

【日本の中の地域】
●地域の思いに寄り添う
●地域の復興（福幸へ）
⇒チーム千葉大学



  

【世界の中の日本の役割】

 FMWSE(科学技術戦略推進費)

 Iset-R（科研費新領域）



  

半年間で放射能汚染マップの整備が進んだ
チェルノブイリの事例と比較すると作成自体は早かった．．．．．
地域への伝達は研究者、支援者が担った場合も多かった

研究者の二つの立場

【世界の中の日本】
●放射性物質の沈着の
　　様式と今後の移行
●世界に向けた発信
　　が目的
⇒チーム文科省（FMWSE）

【日本の中の地域】
●地域の思いに寄り添う
●地域の復興（福幸へ）
⇒チーム千葉大学
(もちろん、たくさんのチームが様々な場所で活動している）



  

　「役に立つ」とはどういうことか？
⇒問題の解決を共有する枠組みの中で役割を果たすということ

　　　　解くべき問題
＝放射能汚染

ディシプリン
（学問分野）

技術

●個々の研究者の役割はこのフレームの中で
　　相対化されていく．．．容認できますか？
●目的が異なる別のフレームの存在

鳥越皓之著「環境社会学」図15-1　科学の守備範囲の模式図をベースに作成

参
画
と
協
働

Stakeholders



●Stakeholderとは誰か
●Decision-makerはStakeholderか
●Stakeholderの階層性
●Stakeholder間の対立

Scientistはどう動くべきか



川俣町、飯舘村との境界近く

2011年8月川俣町で実施

GPSと連動するγ線スペクトロメー
ターRT-30

地域の中の研究者
としての科学的合理性

2011年6月～8月走行サーベイ

林道、農道を走行
詳細なマップを作成
地域との協働

飯舘戦山中腹にて

2011年7月飯舘村で実施

マップと空間スケール
・小縮尺マップで見える現象
・大縮尺マップで見える現象
　⇒暮らしとの関係性

分布を論ずる時は縮尺を考慮

file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%99%BA%E8%A1%A8/2015/20151117%E5%A5%88%E8%89%AF%E5%A4%A7%E5%AD%A6/%E8%88%AA%E7%A9%BA%E6%A9%9F%E3%83%A2%E3%83%8B%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0.jpg
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津島

飯舘村、山木屋、浪江町が大量の放射性物質を引き受けた

2011年7月飯舘村



もっと詳細な空間線量率の分布を知りたい

歩行サーベイ

山村の暮らしは田畑、住居、里山を含む小流域に
おける水・物質循環のもとで成り立っている

里山をどのように回復するか



国による除染範囲は道路、住宅から20mの範囲

（環境省による除染の事前説明資料）

●
林縁から20ｍの除染
が施された斜面

広大な山林は
手つかずのまま



[C]
[A]

[B]

Back is aerial photo taken in 2007

山中を歩いて空間線量率を計測

－2012年の成果－

山木屋
中心部

富
岡
街
道

県道
62号

線

低地では空間線量率はだいぶ下がってきた
しかし、山地では．．．



[C]
[A]

[B]

背景は第5次航空機モニタリング
基準日2012年6月28日

空間的に不連続な
空間線量率の分布

山木屋地区中心部における空間線量率の分布
背景は第5次航空機モニタリングによる沈着量

山木屋
小学校

放射性プルーム
・マクロな挙動
・ミクロな挙動

原発側斜面の
高空間線量率

高標高部の高い
空間線量率

航空機モニタリング成果
に現れたホットゾーン



高標高域と常緑樹域における高空間線量率

[A] 高標高部の
高い空間線量率

常緑樹における
高い空間線量率

低地における
低空間線量率

Route 62

(Prefectural ro
ad)

Base date: 28 June, 2012

流域出口と谷頭部で河川水位計測中

試験流域・試験斜面
（常緑針葉・落葉広葉樹斜面）



原発側斜面における高空間線量率

[B] 尾根上部における
高い空間線量率

暮らしスケールの
放射能汚染対策

谷底における
低い空間線量率

Base date: 28 June, 2012

千葉大学園芸学研究科小
林達明チームによる放射
能移行防止・除染実験

原発側斜面の
高い空間線量率



空間線量率の分布を見て皆さんは
どのような思いをもったでしょうか



山木屋地区除染等検証委員会　提案

“田畑・居住空間を含む里山流域を単位とする放射能対策”
　⇒野田(前)首相への要望、緑化工学会アピール文、等

　山村における暮らしの最小単位としての里山流域
　暮らしとの関わりの程度に応じて優先順位をつけ
　放射性物質の詳細分布調査を実施し
　除染・封じ込め・隔離等の放射能対策を講じる

問題点・批判

・どうやるか、コストがかかる
　⇒流域ごとの中技術・小技術による対策　－治山・緑化の経験－
　　　開拓魂！地域の山に関わり続ける！

・誰がやるのか
　⇒自分たちの手で対策を　国の施策が協働へのモチベーションを削ぐ現実

合意の形成過程で研究者として
の役割を果たすことを目指す

提案型合意の形成　つらい合意ではなく希望のある合意



流域内斜面では何が起こっているか
ー観察と経験による対策提案ー

普段は水流のない谷
リターに吸着、ゆっくり
移動、降雨時に飽和帯

から流出

緩勾配の河道
リターが蓄積
飽和帯発生時に

流出

●放射性セシウムの大半はL層、F層に保持
●ゆっくり斜面を移動（侵食は限定的）
●谷底に到達すると、降雨時に流出

流域は
出口が狭く
懐が広い

L層、F層にセシウム
動きは緩慢

谷底の飽和帯で
水流へ移行

ここより上でセシウ
ムの沈着が大

頂部平坦面の存在

遷緩点はリター等
がたまりやすいので

注意

水文学の成果

放射能対策の
場所の見極め
全体or部分



科学技術の
現場への実装
だれでも、どこでも空間線
量率を計ることができる協
働から生まれた測器ーHSF1

2013年6月福島市内の空間線量率（SWR(株)）



計画的避難区域における暮らしの復興を目指した住民参加
・異分野協働の試みー千葉大学山木屋後方支援チーム

千葉大学の有志と千
葉大学と関係性のあ
る方々のチーム

放射能モニタリング
　UAVの利用
移行調査
　放射能対策提案
マーケット復活
　ITによる情報付加
新たな商品作物
　むらさき
復興GIS
自然エネルギー
災害看護
・・・



トランスディシプリナリティーの達成＜参画と協働＞

●解くべき問題の中で、各ディシプリンの守備範囲は一部に過ぎない。
●関連するディシプリン、ステークホルダー全体の協働によってのみ、
　　問題の理解、解決に達することができる
●共感・理念・合理性の三重奏

鳥越皓之著「環境社会学」図15-1　科学の守備範囲の模式図をベースに作成

解くべき問題

ディシプリン
ステークホルダーの
　知識・経験



2015年6月山木屋地区除染等検証委員会中間報告

・目標レベルを下回ったので、健康に問題はない！？
　　三つめの被ばくが考慮されているか？

・未来に対する提言
　　放射線に対する自主防護
　　山木屋GIS整備
　　里山対策
　　マーケット復活支援
　　その他



どんな社会にしたいか
理念は、皆さん自身で考えてほしい



  

何を信じていいかわからない
おれは文系だからわからない

文明社会の野蛮人仮説（オルテガ、小林信一）
近代文明が誰のどんな努力によって成り立っ
ているのか、どのような仕組みで動いている
のか、どんなコストを払っているのか．．．
これがわからなくなると文明は衰退する

原子力の恩恵を受けるためには原子力につい
て知り、監視できる能力を持つことが近代文
明人としての正しい態度ではないか

原子力の管理を人任せにするということは？

文明論から

近代文明の衰退



  

共栄のシステム　牛のルーメン．．．．．．．．．．．．石油文明
共貧のシステム　フラスコの中のミコロコズム．．．農村的世界
緊張のシステム　惑星間航行宇宙船．．．．．．．．都市的世界

我々はどちらを選ぶべきか？
共貧のシステムと緊張のシステムの共存は可能か？

栗原　康　著
有限の生態学－安定と共存のシステム－
岩波新書949（絶版）

二つの世界を行き来できる精神的態度

生態学から



  

農村計画学会2011年度春期大会シンポジウム(4月9日）：会員コメント寄稿文

 

．．．生態学者の故栗原康は生態系を緊張のシステ
ム、共栄のシステム、共貧のシステムに分類してい
る。人間社会に敷衍すると、石油に依存する共栄の
システムは破綻しかかっている。残された選択肢は
共貧のシステムと緊張のシステムだが、農山漁村に
おける“共貧のシステム”（市場経済のもとでの“貧”
であり、“不幸”ではない）と、世界に顔を向けた高
度管理型都市の“緊張のシステム”を相利共生（片
利共生ではなく）させることはできないだろうか。重
要な点は両者を自由に行き来できる精神的習慣を
現代人が持つことである。（3月25日記）



近藤昭彦（千葉大学環境リモートセンシング研究センター）

山村の広域放射能汚染と
暮らしの回復・復興

川俣町山木屋中心部、現在は避難指示解除準備区域

奈良大学地理学特別講義

・共感、理念、合理性
・トランスディシプリナリティー
　　の実現
・そこに科学者の微力を注ぐ
・地域ごとに考える
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